
令和５年１２月１５日

（宛先）富山県土木部長

富山市財務部長

令和５年度災害復旧工事における主任技術者兼務要件の緩和について

 令和５年度の豪雨による災害復旧を効率的かつ迅速に実施するため、当該工事に配置さ

れる主任技術者の兼務要件について、次のとおり取り扱うこととしましたので、参考まで

に送付します。

１ 対象工事

令和５年６月２７日～２８日の豪雨に係る災害復旧工事

令和５年７月１１日～１４日の豪雨に係る災害復旧工事

２ 緩和内容

 次の兼務要件を満たし、かつ、対象工事を含む場合、同一の専任の主任技術者が３件

まで兼務できることとする。（対象工事以外の工事は、従来どおり２件まで兼務できる。）

なお、現場代理人と専任の主任技術者の兼務についても同様の取扱いとする。

【兼務要件】（従来から変更なし）

次のすべてを満たす場合

① 国、県、市町村等が発注する工事であること。

② 工事の対象となる工作物に一体性若しくは連続性が認められる工事又は施工に

あたり相互に調整を要する工事（資材の調達を一括で行う場合や工事の相当の部

分を同一の下請負人が施工する場合等を含む）で、工事現場の相互の間隔が１０

ｋｍ程度の近接工事であること。

③ 富山市低入札価格調査制度実施要領に定める調査基準価格を下回って落札され

た工事でないこと。

３ 特記仕様書への明示

対象工事の特記仕様書には、次のとおり記載する。

（明示例） 

 第〇〇条 他工事の主任技術者との兼務

 本工事における主任技術者と他工事との兼務について、兼務できる工事の件数は、

専任を要する工事を含む場合は３件までとする。

 ただし、兼務する工事の発注者に兼務可能か否か事前に確認し、承認を受けるも

のとする。
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